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((Continuous Descent Continuous Descent ArrivalsArrivals))
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CDFACDFA
((Continuous Descent Continuous Descent Final ApproachFinal Approach))
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1.1. VNAVVNAVと日本航空の方針と日本航空の方針

２．本邦と世界の動向２．本邦と世界の動向

３．環境の変化，今後の課題３．環境の変化，今後の課題

OverviewOverview
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1.1. VNAVVNAVと日本航空の方針と日本航空の方針
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JAL オペレーションマニュアル

20082008年年1212月月1515日発効日発効

*機体に異常はなく管制上の障害もないにもかかわらず地上障害物に接触する事例

運航の方針/飛行の実施

－精密進入方式以外による進入にあっては、

CFIT*（Controlled Flight Into Terrain)，

Unstabilized Approach 防止の観点から

利用可能な場合FMSのVNAV機能を用いた

Continuous Descentによる進入を優先的に実施する。
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VNAV (Vertical Navigation) 機能

航法データベースに登録された降下経路情報により

垂直方向のガイドを利用することで最終進入以降の部分

について一定の降下角での進入を可能とする機能
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進入方式進入方式
ILS
精密進入

Step Down 
Descent
非精密進入

VNAV Approach
非精密進入

ILSILS誘導電波誘導電波

FMSFMSに登録された降下経路に登録された降下経路

MDAMDA
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VNAVVNAV Approach Approach 例例

FUKFUK VORVOR RWYRWY 1616

VNAV
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VNAVVNAV Approach Approach 例例

NRTNRT VORVOR DMEDME RwyRwy 3434ＬＬ
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VNAVのメリット

１．安全性の向上１．安全性の向上

－－ＣＦＩＴの防止ＣＦＩＴの防止 （水平飛行が最小（水平飛行が最小,,障害物との間隔が増す）障害物との間隔が増す）

２．環境にやさしい２．環境にやさしい

－安定した－安定した進入進入 （手順が容易、乗務員の負荷軽減）（手順が容易、乗務員の負荷軽減）

－燃油の節減－燃油の節減 （アイドルに近い低出力で進入）（アイドルに近い低出力で進入）

－騒音軽減－騒音軽減 （より高い高度で降下）（より高い高度で降下）

会社の方針として推進会社の方針として推進
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計器進入方式の分類とVNAVの関係

①① Precision Approach(Precision Approach(精密進入方式精密進入方式))

－－ILSILS、、PARPAR進入進入

②② APV / Approach Procedure with Vertical GuidanceAPV / Approach Procedure with Vertical Guidance
((垂直方向ガイダンス式進入方式垂直方向ガイダンス式進入方式))

－－BaroBaro--VNAVVNAV進入進入

③③ NonNon--Precision ApproachPrecision Approach ((非精密進入方式非精密進入方式))
33つの降下手法つの降下手法 ((テクニックテクニック) ) －－CDFACDFA** ( ( VNAVVNAV, V/S), V/S)

－－Constant Angle DescentConstant Angle Descent
－－Step DownStep Down DescentDescent

* CDFA (Continuous Descent Final Approach)
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航空会社による検証当局が検証降下経路の
検証

公示されない。
DA=MDA（公示）+100ftで計算の上で運用

DAとして当局が公示ＤＡ

国内7空港 11進入
海外3空港 5 進入

国内7空港 7進入実施空港(JAL)

要件はない+100ft /－50ft以内降下経路
からの逸脱量

公示されない最低気温が当局により公示される。気温限界値

公示されない
航空会社が必要に応じて設定

当局が公示する
必ずRNAV(GNSS)と組み合わされる

Path の公示

非精密進入方式
－進入におけるテクニックの一つ

APV
(精密、非精密進入の間に位置する)

位置付け

VNAV ApproachBaro-VNAV

BaroBaro--VNAVVNAV とと VNAV VNAV の比較の比較
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２．本邦と世界の動向２．本邦と世界の動向
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本邦動向と本邦動向とJALJALの取り組みの取り組み
19971997 導入検討導入検討 →→ トライアル開始トライアル開始

20012001 「「VNAVVNAV機能の使用に係る指針」制定機能の使用に係る指針」制定

20032003 767767運用運用開始開始

20012001 777777運用開始運用開始

20042004 「非精密進入において「非精密進入においてFMSFMS装置の装置のVNAVVNAV機能を使用する機能を使用する
運航の承認基準」制定運航の承認基準」制定

20062006 「「BaroBaro--VNAVVNAV進入実施基準」制定進入実施基準」制定

20062006 BaroBaro--VNAVVNAV導入導入

20052005 747747--400400運用開始運用開始



15

15

世界の動向世界の動向

‐ Baro-VNAVを含めて進入方式としての明確な定義付が行なわれ推奨
されている。

‐ 非精密進入でCDFA(VNAV)を実施しない場合、VISないしRVRを底上げ
することが検討されている。

IATAIATA

‐ IOSA（加盟航空会社間の相互監査基準）においてPolicyと手順を定め
ることが推奨されている。

航空会社航空会社

‐ 一部の航空会社は、VNAVが実施可能な場合にStep Down Descentの
実施を禁止している。

ICAOICAO，欧州，欧州(EASA)(EASA)
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３．環境の変化，今後の課題３．環境の変化，今後の課題
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本邦における環境変化本邦における環境変化

操縦士実地試験実施基準

計器進入方式/非精密進入

【【旧旧】】 VORVOR進入または進入またはADFADF進入を行なわせ進入を行なわせ．．．．．．

【【現行現行】】 運航者の申請に基づき首席試験官が指定する非精密進入を運航者の申請に基づき首席試験官が指定する非精密進入を．．．．

機長等認定・審査要領

VOR進入、ADF進入、LLZ進入、VNAV進入のいずれか１つ

各種審査でVNAV進入の選択が可能に
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本邦における環境変化本邦における環境変化

BaroBaro--VNAVVNAV設定空港の拡大設定空港の拡大

【【VNAVVNAV】】 DADA == MDAMDA +100ft+100ft

【【BaroBaro--VNAVVNAV】】 DA=MDADA=MDA （航空局が公示（航空局が公示))

Baro VNAVの展開に伴いDAが低くなる傾向

数値の見直しについ
ても検討されている

DA

MDAMDA

100ft100ft
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今後の課題今後の課題

適合機種の拡大適合機種の拡大 ((承認取得、承認取得、FMSFMS改修の実施）改修の実施）

審査項目への組み込み審査項目への組み込み

VNAVVNAVを使用できるを使用できるRWYRWYの拡大の拡大
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Thank youThank you
ＱＱ&&ＡＡ


